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、
ホ
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一

一ボ
ウ
、
ヮ

一

一タ
リ
ガ

ン

一一
一
階一証
一一

電

気

室

富
山
博
魚
津
会
場

協

賛

会

の

全

貌

妓
及
び
宇
奈
月
芸
妓
の
総
出
演

を
皮
切
り
に
魚
津
民
謡
、
北
日

本
百
選
、

J
O
L
R
、
J
o
I

G
な
ど
延
四
十
五
日
聞
に
亘
る

ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
が
組
ま
れ
殊
に

五
月
上
旬
開
催
の
魚
津
音
頭、

同
夜
曲
の
発
表
会
は
呼
び
物
の

ト
ッ
プ
と
し
て
期
待
が
大
き

、。‘bv 

宣
伝
部
に
於
て
は
協
賛
大
売

出
し
を
飴
め
と
し
て
商
問
の
装

飾
照
明
コ
シ
グ
1

ル
、
魚
津
観

光
写
真
コ
シ
ク
ー

ル
、
郷
土
土

産
品
の
紹
介
な
ど
彼
の
手
此
の

手
で
宣
伝
の
秘
策
が
ね
ら
れ
て

い
る
。一

方
誘
致
部
に
於
て
も
経
費

の
過
半
を
投
じ
て
ボ
シ
ポ
リ
、

桜
の
造
花
を
購
入
し
て
木
駅
前

水
族
館
前
其
他
に
掲
げ
い
や
が

上
に
も
博
覧
会
気
分
を
引
き
立

た
す
様
に
計
画
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

市
民
の
皆
様
に
於
か
れ
て
も

と
れ
に
協
力
さ
れ
て
、

精

々
白

頭
其
の
他
を
装
飾
さ
れ
る
犠
希

望
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

昭
和
二
十
九
年
度

予

算

案

等

可

決

H

三
月
定
例
市
議
会
終
る
H

去
る
三
月
十
一
日
よ
り
開
会

一

市
償
借
入
及
び
償
還
方
法
の

さ
れ
た
定
例
市
協
会
は
、
さ
き

一

件

の
広
報
で
お
知
ら
せ
し
た
日
程

一

金
額
:
:
:
百
五
十
万
円
以
内

で
審
議
が
進
め
ら
れ
、
去
る
一
一
一

一

ハ
公
営
住
宅
建
設
事
業
費
に

月
二
十
五
日
八
億
一
千
四
百
万

一

充
当
の
た
め
)

円
の
附
年
二
十
九
年
度
予
算
案

一額
案
第
二
十
七
号

等
完
記
議
案
が
原
案
通
り
可
決

一

負
担
付
寄
附
金
受
納
の
件

さ
れ
た
。

一

金
三
十

一
万
円

提
案
可
決
さ
れ
た
議
案
は
次

一
ハ
田
方
町
地
内
防
火
用
貯
水
摘

の
通
り。

一

新
設
工
事
費
に
対
す
る
分
〉

記

一
議
案
第
二
十
八
号

議
案
第
十
二
号

一

負
担
付
寄
附
金
受
納
の
件

昭
和
二
十
九
年
度
魚
津
市
歳

一

金
六
十
万
円
也

入
歳
出
予
算

一

(
市
道
国
道
カ
ト
バ
イ
ド
社

議
案
第
十
三
号

一

宅
線
道
路
新
設
費
の
分
〉

昭
和
二
十
九
年
度
魚
津
市
国

一議
案
第
二
十
九
号

民
健
康
保
険
歳
入
歳
出
予
算

一

負
担
付
寄
附
金
受
納
の
件

・

議
案
第
十
四
号

一

金
拾
九
万
六
千
円

昭
和
二
十
九
年
度
魚
津
市
健

一

(
市
道
古
鹿
熊
春
日
線
改
良

康
保
険
直
営
診
療
施
設
勘
定

一

費
の
分
)

歳
入
歳
出
予
算

一議
案
第
三
十
号

議
案
第
十
五
号

一

負
担
付
寄
附
金
受
納
の
件

昭
和
二
十
九
年
度
牧
野
歳
入

一

金
八
万
九
千
円

歳
出
予
算

一

(
市
道
六
郎
丸
八
号
線
改
良

議
案
第
十
六
号

一

費
の
分
)

昭
和
二
十
九
年
度
予
算
中
費

一議
案
第
三
十

一
号

目
流
用
の
件

一

負
担
付
寄
附
金
受
納
の
件

議
案
第
十
七
号

一

金
十
七
万
八
千
円

一
時
借
入
金
を
な
す
の
件

一

ハ
市
道
木
下
新
黒
谷
線
改
良

議
案
第
十
八
号

一

費
の
分
〉

昭
和
二
十
八
年
度
魚
津
市
歳

一議
案
第
三
十
二
号

入
歳
出
追
加
更

E
予
算

一

負
担
付
寄
附
金
受
納
の
件

議
案
第
十
九
号

一

金
三
十
二
万
五
百
円

昭
和
二
十
八
年
度
魚
津
市
国

一

(
経
団
小
学
校
々
庭
敷
地
質

民
健
康
保
険
歳
入
歳
出
追
加

一

般
費
の
分
)

更
正
予
算

一議
案
第
三
十
三
号

議
案
第
二
十
号

一

負
担
付
寄
附
金
受
納
の
件

昭
和
二
十
八
年
度
魚
津
市
国

一

金
五
十
一
万
六
千
三
百
円

民
健
康
保
険
直
営
診
療
施
設

一
.
ハ
家
畜
市
場
設
置
に
要
す
る

勘
定
歳
入
歳
出
追
加
予
算

一

敷
地
整
地
費
等
の
分
V

議
案
第
二
十
二
号

一議
案
第
三
十
四
号

市
営
建
物
払
下
処
分
の
件

一

負
担
付
寄
附
金
受
納
の
件

(
大
町
小
学
校
敷
地
内
所
在
の

一

金
九
十
九
万
八
千
一
百
円

建
物
平
屋
建
一
棟
四
九
坪
〉

一

(
昭
和
二
十
λ
年
度
施
行
農

議
案
第
二
十
三
号

一

林
小
災
害
復
旧
事
業
に
対
す

市
償
借
入
及
び
償
還
方
法
の

一

る
市
が
県
に
対
す
る
条
件
付

針
額
:
:
:
百
五
十
万
円
以
内

一

寄
附
金
)

ハ
公
共
災
害
土
木
事
業
費
充

一議
案
第
三
十
五
号
よ
り
第
四
十

当
の
た
め
)

一四
号
ま
で

議
案
第
二
十
四
号

・
一

字
算
外
義
務
負
担
を
な
す
の

市
債
借
入
及
び
還
償
方
法
の

一

f

r

件

一

ハ
前
記
負
担
付
寄
附
に
対
す

金
額
:
:
:
二
百
万
円
以
内

一

る
も
の
)

(単
独
災
害
土
木
復
旧
事
業

一議
案
第
四
十
五
号

費
に
充
当
の
た
め
)

一

魚
種
市
青
年
学
級
開
設
の
件

議
案
第
二
十
五
号

一
(
昭
和
二
十
九
年
度
魚
津
市
青

怖
債
借
入
及
び
償
還
方
法
の

一

年
学
級
を
開
設
す
る
も
の
〉

釦
額
:
:
:
受
千
万
円
以
内

一議
案
第
四
十
六
号

(上
水
道
事
業
費
充
当
の
た

一

魚
津
市
営
住
宅
管
理
条
例
の

め〉

一

一
部
を
改

E
す
る
条
例
設
定

議
案
第
二
十
六
号

一

の
件
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水
族
舘

敷
地
二
千
数
百
坪
を
有
す
る

水
族
館
は

一
階
に
二
十
三
ケ
の

水
槽
を
備
え
、
そ
の
中
に
富
山

湾
内
の
魚
類
を
図
の
様
に
、
そ

の
箆
息
状
況
の
ま
ふ
皆
様
に
お

見
せ
し
、
さ
な
が
ら
見
る
人
を

龍
宮
に
遊
ん
で
い
る
様
な
気
持

に
致
し
ま
す
。
二
階
は
今
迄
学

界
の
権
威
者
の
蒐
集
な
さ
っ
た

い
ろ
/
¥
な
魚
員
類
の
標
本
二

0
0余
種
に
加
え
る
に
、
特
に

御
木
本
真
珠
玉
か
ら
贈
ら
れ
た

真
珠
生
成
の
標
本
十
二
ケ
や
製

品
の
特
別
出
品
が
あ
り
ま
す
。

熱
帯
魚
は
こ
の
標
本
と
共
に
締

麗
な
色
彩
を
誇
っ
て
皆
様
に
満

足
し
て
戴
け
る
事
と
存
じ
ま

す
。
コ
一
階
四
階
の
展
望
台
に
は

観
光
望
遠
鏡
を
備
え
雄
峯
北
ア

ル
プ
ス
を
眺
望
し
、
或
い
は
又

富
山
湾
を
目
近
に
見
な
が
ら
昼

気
楼
の
景
観
も
な
が
め
る
と
と

が
出
来
る
の
で
あ
り
ま
す
。

以
上
水
族
館
は
裏
日
本

一
と

推
奨
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
県

と
し
て
も
誇
る
べ
き
も
の
が
出

来
上
っ
て
居
り
ま
す
。

幸R広市津魚

屡
気
棲
舘
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一
十
五
坪
〉
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存 掘 さき表はりグ号
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既株十 ま、 謡 、で
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三料り部は復期 水
O金まの来は中 を
円はす設客勿は す
、水。 備 に論水 る

蛍族 も満夜族予
烏館 充足の館定

館

九あ賊
勺時蛍り観
f 泡烏ま 年
りで賊す|
あ観 | 
り覧 土
まは産
す晩物
。 七付
時百
半 円
l で

ろ号号、.んし

bv多

L
Z己
じ
う
司
ず
/
¥

4
3
T
7
ヨム目
ρνJ

カ
す
j
t

、

人
気
呼
ぶ
特
設
ス
テ
ー
ジ

愈
々
木
月
十

一
日
か
ら
開
館

一
既
に
確
定
の
分
は
左
の
通
り
で

さ
れ
る
富
山
産
業
開
覧
会
魚
津

一あ
る
。

会
場
に
於
て
は
同
協
賛
会
を
通

一

芸
妓

総

出

演

三

日

じ
て
歩
弱
者
に
笑
い
と
夢
の
ハ

一

魚

津

民

謡

四

日

1
モ
l

ニ
を
贈
る
べ
く
連
日
と

一

市

内

有

志

出

演

八

日

れ
が
番
組
の
編
成
と
出
演
者
の
一

宇

奈

月

芸

妓

踊

二

日

斡
旋
交
渉
を
進
め
て
い
る
が
魚

一

北
日
本
百
選
発
表
会

二

日

津
市
並
び
に
宇
奈
月
の
芸
妓
速

一

近

郷

有

志

国

体

三

日

に
よ
る
舞
踊
を
始
め
獅
子
舞
、

一

J
O
L
R

五
日

お
わ
ら
踊
、
蝶
六
踊
な
ど
郷
土

一

J
O
I
G

一一一日

民
諮
の
数
々
熱
演
し
て
来
観
者

一

名

士

隠

芸

‘

一
日

の
旅
情
を
慰
め
る
こ
と
与
な
つ

一

中
学
校
演
芸
コ
シ
グ

1
ル

た
が
、
特
に
五
月
初
旬
に
開
催

一

一
日

予
定
の
魚
津
一音
頭
並
び
に
魚
津

一

八
日

夜
曲
の
発
表
会
は
人
気
の
焦
点

一

一
日

と
な
る
模
様
で
あ
る
o

一

随
時

間
期
中
の
演
芸
実
演
計
画
中

一

ジアス

演
芸
(
芸
能
家
〉

魚
津
音
頭
発
表
会

喜
伊
乃
家
社
中

、知町古品以ザー同吋叩燃が竺:??Z，T'?ぶとことこ二二::>~~犯でで;
坊を
、ご

催

一
企
'
+
八
日
ハ
木
〉

一
市
議
会
厚
生
委
員
会
開
催

一
全
+
九
日
(
金
〉

一
市
議
会
文
敬
愛
員
会
開
催

一
全
=
十
日
(
土
〉

一
市
議
会
建
設
委
員
会
開
催

一
全
=
十
一
日
〈
日
〉

一
春
分
の
日

一
全
=
+
二
日
〈
月
〉

一
市
議
会
農
林
義
員
会
開
催

一
全
二
十
三
日
(
火
〉

一
市
議
会
総
務
委
員
会
開
催

一
全
=
十
四
日
〈
水
〉

一
市
議
会
全
体
委
員
会
開
催

一
市
未
亡
人
会
第
二
回
総
会
開

一

催

一
全
二
十
五
日
(
木
)

一一
一月
定
例
市
議
会
再
会

場
施
設

容

整

三
月
十
-
日
か
ら
三
月
=
+
亙
日
ま
で

三
月
十
一
日
ハ
木
〉

一
全
十
四
日
ハ
日
)

三
月
定
例
市
議
会
開
催

一

滑
川
市
制
実
施
祝
賀
式
典
に

全
十
=
日
ハ
金
〉

一

市
長
出
席

松
倉
小
学
校
坪
野
分
校
落
成

一
全
+
五
日
ハ
月
〉

式

一

三
月
定
例
市
議
会
再
会

山
本
金
沢
農
地
局
技
官
並
に

一
全
十
六
日
ハ
火
〉

木
村
常
願
寺
川
農
業
水
利
事

一

三
月
定
例
市
議
会
続
会

業
所
長
等
鹿
熊
随
道
視
察
の

一
全
+
七
日
ハ
水
〉

た
め
来
市

一

市
議
会
商
工
水
産
委
員
会
関

全
十
三
日
ハ
土
)

一

催

岐
阜
県
不
破
郡
垂
井
町
よ
り
富
山
県
社
会
教
育
主
事
会
議

行
政
視
察
の
た
め
来
市
青
道
下
公
民
館
に
於
い
て
開

一
本
で
も

@・・・・・

植
え
ま
じ
よ
、
γ

丁
度
春
構
造
林
の
時
期
と
な

一

六
割
補
助
ハ
グ
)

り
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
植
え
る

6
く
ぬ
ぎ
薪
炭
林

計
画
が
た
ち
ま
し
た
で
し
ょ
う

一

三
割
補
助
〈
H
H

〉

か。

'

重
要
水
源
地
域
は
各
々
に
つ

御
承
知
の
こ
と
L
思
い
ま
す

一

い
て
一
割
増
と
す
る
o

が
、
国
や
県
に
於
て
は
緑
化
の

一

〈
重
要
水
源
地
域
と
は
林
野

必
要
か
ら
従
来
植
え
る
に
要
す

一

庁
定
地
被
)

る
経
費
の
約
半
額
に
相
当
す
る

一
こ
の
補
助
方
針
か
ら
伺
わ
れ
る

経
費
を
補
助
し
て
造
林
を
奨
励

一
と
と
は
林
種
の
転
換
等
に
よ
っ

し
て
来
て
お
り
ま
す
が
、
二
十

一
て
造
林
地
の
拡
大
を
図
り
大
体

九
年
度
も
緊
縮
予
算
の
中
か
ら

一
全
国
森
林
面
積
の
四

O
Mを
造

も
早
念
に
森
林
資
源
を
造
成
し

一林
地
化
し
よ
う
と
し
て
お
る
の

水
害
に
備
え
る
目
的
か
ら
昨
年

一
で
あ
り
ま
す
。

度
以
上
を
上
廻
る
予
算
を
計
上

一

例
年
通
り
四
月
一
日
か
ら
緑

し
て
強
力
に
推
し
進
め
よ
ろ
と

一
化
運
動
が
活
発
に
展
開
さ
れ
緑

し
て
お
る
の
で
あ
り
ま
す
。
そ

一
化
精
神
の
高
湯
を
図
る
こ
と
に

と
で
今
年
度
も
昨
年
度
同
様
補

一
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
森
林
資

助
さ
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
が
、

一
源
の
造
成
を
図
っ
て
山
を
固
め

そ
の
補
助
率
の
査
定
は
次
の
六

一河
を
治
め
る
に
も
、
文
本
市
の

段
階
に
区
分
さ
れ
ま
す
。

一
特
異
性
か
ら
し
て
も
一
本
で
も

1
新
伐
採
跡
地
(
再
造
林
〉
二

一
多
く
植
え
て
一
日
も
早
く
山
に

割
補
助
ハ
県
負
担
額
を
含
む
)
一
緑
の
晴
着
を
着
せ
て
や
り
ま
せ

2
旧
来
造
林
地
四
割
補
助
ハ
H

H

V

一
ぅ。

3
原

野

四

割

補

助

ハ

グ

〉

一
ハ
詳
細
は
市
役
所
農
林
課
林
務

4
林
種
転
換
五
割
補
助
ハ
グ
〉

一
係
へ
お
問
合
せ
下
さ
い
)

5
保
安
林
ハ
未
立
木
地
の
み
〉

木
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固
定
資
産
課
税
台
帳
の

縦
覧
告
示
に
つ
い
て

昭
和
二
十
九
年
度
固
定
資
産

の
価
格
に
つ
い
て
、
調
査
中
の

と
こ
ろ
今
度
そ
の
価
格
を
決
定

し
閤
定
資
産
課
税
台
帳
に
設
録

し
左
に
よ
り
関
係
者
の
縦
覧
に

供
す
る
こ
と
に
告
示
に
な
り
ま

し
た
か
ら
お
報
せ
し
ま
す
。
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一
、
縦
覧
の
日
時

昭
和
二
十
九
年
四
月

一
日
か

ら
十
日
ま
で

毎
日
午
前
九
時
か
ら
午
後

五
時
ま
で

但
し
日
曜
日
を
除
く

二
、
縦
覧
の
場
所

魚
津
地
区

魚

津

市

設

所

そ
の
他
の
地
区

資
産
の
所
在
す
る
魚
津
市

役
所
出
張
所


